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P−460　妊 娠中 にお ける 摂食行動の 調節機構 に 鬨する検討
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匿目的1摂食抑制因子お よ び 促進因 ∫の 動態か ら，妊 娠 申 に お け る摂 食行動 の 調節機構 を検討す る．1方法】同意 を得て ， 正 常
月経周期 を有す る 非妊婦21例 （N 群）と正 常妊 婦38例 （妊 娠 12〜17週 10例 ＝・A 群 ・妊娠23〜27週 8 例 ＝B 群 ・妊 娠 37〜40週 20
例 呂C 群）の 早 朝空腹 時 lfiL清 と腰 椎 麻 酔 時 の 髄 液 を採取 し，検体中の leptin（L）， ncuropeptide 　Y （NPY ），orexin 　A （OA ）
と orexin 　B （OB ）の 濃度 （M 土 SD ）を比 較検討 した．【成績】．【斜青L （11g〆

／
ml ） ；N 群 （6．47± 2．87）に比 し，　 A 群 （9．42 ± 3」3），

B 群 （10．26 ± 5．24），C 群 （10．23 ま 4．19）で 高値 （い ず れ も p ＜ O．OD ．髄 液 L は 各群間で 差 を認 め ず．　 L の 髄液／血 清 比 ；N
群 （0．028± e．Ol3）に 比 しA 群 （O．Ol6± 0．005）と C 群 （O．  20 ± O．007）で 低値 （い ずれ も pく 0．05）．　If旺清 NPY ，髄液NPY
と NPY の 髄液／［fil清 比 は各群 聞 で 差 を認 めず．王nL清 OA と OB は 全群で 測 定感 度以 下。髄 液 OA （pg／ml ）；N 群（88，7± 24．2）
に比 し， B 群 （123。1± 19．1），C 群 （132．1± 41．5）で 高値 （い ず れ も p ＜0．01）．髄 液 OB （pg ／ml ）；N 群 （28．2± 12．3）に 比し，
A 群 （57．6± 39．4），C 群 （56．7　±　37．5n）で 高値 （い ず れ も pく0．05）．【結 論1妊婦 の 血 中 レ プ チ ン が 高値 で あ る に もか か わ らず

妊婦の 摂食抑制がみ られない 理由として ， レプ チ ン の 中枢移行の 抑制 と中枢 に おける摂食促進因予の 産生亢進 が 関 与 して い

る もの と 思 わ れ た ．

P−461　妊婦にお け る75g ブ ドウ糖負荷時の 代謝物質の 変動とレ プ チ ン 分泌
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【目的】妊婦血 中の 糖
・
脂質 レ ベ ル の 変動 と レ プ チ ン （lep）分泌 との 関連性 を倹討 し た．【方法】同 意 を得 た非 妊婦 6例 （C

群），
正常妊婦 17例 （妊娠19週 未満 8例 ；P1群，28週 以 降 9 例 ；P2群）を対象 とした．7590GTT 前後の 血 中の glucose ．insu・

lhn（1）」P　lepの 濃度 と負荷 前 の i血中 の TG や FFA の 濃度を測 定 し，また HOMA 値 （H ：insulin抵 抗 性 の 指標）を算出 して
，

各群 問 で 負荷前後 の 代謝物質の 動態 と lep分泌 との 関 連性 を検討 した．【成 績11）C 群 と Pl群で は糖負荷後の lep濃度 は有意
に変動せ ず，P2群 に おい て は30〜120分の 間で負荷前 に比 べ 有意に 減少 した （p ＜ O．05）．い ずれ の 群に お い て も負荷 後 の 血糖

値 と lep濃度 との 問に 有意な相関は な か っ た．　lep濃度 と 1濃度 との 問 に，　C 群とP1群で は 負荷前後の 全時点で 有意 の 正 相関
が （い ず れ もp ＜0．05），P2群 で は負荷前

〜30分後 で 有意の 正相 関が 認 め られ た （p＜0．05）．2）C 群 と Pl群 で は負荷前後全時
点 で lep濃度 と H 値 との 間に 有意の 正相関が （い ず れ も p 〈 O．05）， P2群 で は負荷前

〜30分後で 有意の 正 相闃が認め られた （p
＜ 0．05）．3）各群 で ，糖負荷後に FFA 濃度は 有意の 変動を示 さ な か っ た．　P2群 で は0〜30分 に お け る FFA 滅少率 と lep変 化

率 との 聞に 有意の 正相関が （p〈 O．05）， Pl群 で は0〜9 分で lep濃度 と TG 濃度 との 間に 有意の iliiH関を認 め た （p ＜ O．05）．【結
論】妊娠の 進行 に伴うイ ン ス リ ン 抵 抗性 の 増加 と糖負荷 に 対する 脂質の 反応性 の 変化 が 妊婦 の 1cp産 生 を調 節 す る 因子 の

一
っ で あ る こ とが 明 らか にな っ た．
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【目的】妊娠中の 母体 の 空腹時 血 巾総 ケ F ン 体値が，母児 の 周産期予後 と 関連す る か 否か を検討し た．【方法1妊娠前期 お よ び

後期 の 妊 娠 糖 尿 病 ス ク リー
ニ ン グ 陽性 の た め 75g 経 n 糖負荷試験 （OGTT ）を施行 し た妊 婦 を対象 に，空 腹時 に 血 中 ケ トン体

分画 を測定 した．周産期予後因子と して ，母体舎併症 （早 産，耐 糖能 異 常，妊娠 性 高血 圧），児の ｝【1生 体重，Apgar 　score
， 帝

切率，先 天奇形，奇形以 外 の 新生 児合併症 （黄疸 ， 低 血糖 ， 呼吸障害な どを一
括 ）につ い て 空腹時ケ トン 体値との 関連 を検討

した．そ の 関連 の 有意性 は ， 交絡因 子 （肥 満度 お よび 耐糖能異常）を多変景 解析 を用い て 補正 して 検定 した．【成績1妊娠 前期
931例 お よ び後 期 L293例 に 妊娠 糖 尿 病 ス ク リ

ー
ニ ン グ を 旛行 し た．そ の うち前期105例 （17± 3週）お よ び後期 190例 （3ユ± 3

週）に OGTT を施行 し， 血 1斗r総ケ トン体値 （pmel／1）は 各々 115± 88お よび 152± 187で あ っ た。母体合 併症 の うち，妊娠性高
血圧 発 症 群 で は非高血圧 群 に 比 して 後期の 高ケ トン 体血 症 を認め た （381± 623vs ．138± 108，p〈 O．Ol）．奇形以外 の 新生児合併
症 群 で は，合併症の ない もの に比べ て，前期 ケ トン 体値が 有意 に 高く（160± 134vs ，105 ± 71，p　

・・
　O．Ol），先天奇形群 で は非奇 形

群 に比 して 後期 ケ トン 体値 が 有 意 に高 か っ た （414± 734vs ．141± m ，pく  ．  1）．多変量解析 で 交絡 因 子を 補止 した後 もこ れ ら

の 関連 は い ずれ も有 意 で あ っ た．他 の 予後因子 につ い て は ケ トン体値 と の 関連を認め なか っ た．【結飆 母 体高 ケ トン 体血 症 と

母 児 の 周 産 期 合併癌 との 関連 性が 認め られ，高ケ ト ン 体血 症 が 母体 の 肥 満度や 耐糖 能異常 とは独 疏 した 周産期予後因子 と な
る 可能性が 示唆 され た．
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